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1. はじめに 

マーケティング活動の一環として顧客を惹き

つける画像や説明の駆使による商品アピールに

各社が注力している． 

本研究では商品を顧客の記憶に残すための工

夫を施す対象として EC サイト上の 1 行程度の 

商品説明テキストを用いる(例:「まろやかなバ

ター味とマイルドなココア味のおいしいミニマ

ドレーヌ．」．以降「商品説明フレーズ」と記

載)．テキスト記憶に影響する要因のひとつとし

て発音容易性が言語短期記憶によい影響を及ぼ

すことが水本らにより報告されている[1]． 

筆者らもこの発音容易性に着目し，口遊みや

すい商品説明フレーズの生成を目的とし，本稿

ではその第一段階として商品説明フレーズをよ

り口遊みやすく言い換える手法を検討する．ま

た本研究では日本人が口遊む日本語に限定する． 

 

2. 関連研究 

 口遊みやすさに影響する要因には発音の動機

に関するものと発音の能力に関するものがある

と考えられる．前者の例には俳句・短歌に代表

される五七調・七五調などのリズムの心地よさ

[2]や，音相理論[3]やオノマトペ表現[4]で定義

されている音特性から受ける言葉の印象のよさ

が挙げられる．後者の例には発音以前の 

認知過程における要因[5] (単語の文字数や複雑

さなどの物理特性，読者の経験よって決定され

る単語に対する親密度や表記の妥当性，語順な

ど)，調音音声学で議論される音素・調音位置・

調音様式の並びが挙げられる[6]． 

テキスト生成に口遊みやすさ要因を取り入れ

る試みとしては七五調とオノマトペをキャッチ

コピーに取り入れる事例([7]での引用例:「スカ

ッとさわやか コカ・コーラ」(日本コカ・コー

ラ))や，安部らの五七五の音韻的読みやすさを

付与した学術論文の要約文自動生成手法が挙げ

られる[8]．一方，言い換えによるテキスト生成

について，[9]では次の 2 つの技術：与えられた

言語表現に対して言語的に適格な種々の言い 

 

 

 

 

換えを網羅的に生成する技術／与えられた評価

基準に基づいてテキストを評価する技術に分解

できることが説明されており，両者の最も単純

な組み合わせ方として 3 段階のカスケード型の

モデルを提案している(1. テキストを評価し，

言い換えの対象を選択する 2. 選択された対象か

ら可能な言い換えを網羅的に生成する 3. 生成さ

れた候補を評価し，最適解を出力する)． 

本研究でも同様のモデルを採用する． 

 

3.提案 

調音音声学に関連して，発音しづらい 

音素の並びに関する知見についてはアナウンサ

ーへのアンケート結果をまとめた内容を鈴木ら

が報告している[6]． 

本研究の特徴は生成フレーズの[6]の発音しに

くい音素の並びルールへの該当度を上記カスケ

ード型モデルの 3 段階目の評価指標として採用

する点にある．[3][4]のような既存評価指標(リ

ズムの心地よさや音の印象の良さ)に発音しやす

さという指標を加えることでより記憶に残りや

すいフレーズ生成を図る． 

商品説明フレーズを考える際に仮のフレーズ

を入力すると，発音しやすさによりランク付け

された商品説明フレーズ候補リストが出力され

る手法を提案する．図 1 および以下に処理の流

れを示す．(1)仮フレーズを形態素解析する.(2)

質を表す名詞(例：「味」)や，名詞を修飾する

品詞(形容動詞語幹名詞(例：「まろやか」)，形

容詞(例：「おいしい」))を特定する.(3)(2)の

品詞の単語を類語変換してフレーズ候補とする．

(4)各フレーズ候補について意味に影響を与えな

い範囲で無助詞化したものをフレーズ候補に加

える．これにより，助詞の存在により発音しづ

らい音素の並びが成立している場合の発音しや

すさ向上を図る．削除対象の助詞の例としては

並立助詞「と」，助動詞「な」が挙げられる．

(5)フレーズ内の修飾語と被修飾語について，語

順を考慮した共起可能性を確認する．共起可能

性指標としては web 検索によるヒット率を利用

し，不自然な表現のフレーズが出力されること

を回避する．(6)各候補フレーズの音素を確認し，

[6]の発音しにくい要因項目への該当数の合計を

カウントする．(7)口遊みやすい順に出力する． 
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図 1. 提案する商品説明フレーズの 

口遊みやすさ向上手法 

 

3. 検証 

今回は予備実験として手動でフレーズ候補生

成と効果検証をした．実験で使用した入力フレ

ーズは実在する EC サイトの商品説明フレーズを

参考に作成したものである．表 1 にフレーズ候

補の例，各フレーズ候補が[6]の発音しにくさ要

因項目に該当した数の合計を示す．表下部中央

の発音しにくさ要因項目の①②⑤⑩は[6]中の項

目と対応しており，①音節主音として母音音素

/i/あるいは/u/を持つ音節の連続，②音節主音

として母音音素/a/を持つ音素の連続，⑤半母音

音素/j/あるいは/w/を間に挟んでの二つの母音

音素の並列，⑩歯茎の系列死因を音節副音とし

てもつ音節の連続である．表中では該当する発

音しにくい要因該当項目合計数が B=0，C=1，A=7

であることから音素の並びの観点からの発音し

やすさが最も高いフレーズ候補は Bである． 
 

4. まとめと今後の展開 

本稿では記憶に残りやすい商品説明フレーズ

を生成する手段のひとつとして口遊みやすさ(発

音容易性)に着目し，音素の並びを生成フレーズ

候補の選定段階での評価項目として取り入れる

ことを提案した．予備実験結果では生成フレー

ズ候補を仮入力フレーズと比較し，本提案手法

による発音しにくい要因項目該当数の減少可能

性を確認できた．今後はより多くのフレーズに

対して本手法を適用し，発音しやすさを向上す

るフレーズの特徴を調査したい．また実際に生

成されたフレーズの口遊みやすさと記憶との相

関についても検証する予定である．機能面につ

いては本稿で言及した音素の並びと，既存の評

価項目であるリズムや音相・オノマトペ，音調

音声学で扱われるその他の要素(音調位置や音調

様式など)との組み合わせも検討していきたい． 

 

 
 

表 1.予備実験でのフレーズ候補例と 

発音しやすさの評価結果 
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